
〇地域の元気は 令和６年８月１日

地域の 発行 「吉」縁起村

しあわせ 代表 藤原元夫

私たちはコロナ感染対策に留意して活動をしています 真庭市キャラクター まにぞう

７月２1日 「防災学習会と住民交流会」 好評でした！

写真上 住民交流会の風景

なになに？ コロナがまた流行中、注意を！

１．農水省から縁起村を視察訪問(7月11日）

＜無人ストア多店舗化へ＞
▶下の写真はＪＲ勝山駅▶この秋から本格的に改修工
事が始まりますが、ここに無人ストア２号店が装いも
新たに設置されます▶勝山高校の「夢現プロジェクト」
の一環で高校生による管理運営が期待されています▶
▶この日、駅舎内でのデザインや配置などを検討する
べく、市関係者・デザイナーなど現地を視察して完成

▶去る７月11日農林水産省の山本課長はじめ中四国農政局か イメージを膨らませました▶7月25日(木)には落合振
らも3名の役人の方が縁起村をに視察訪問して頂きました▶ 興局で、太田真庭市長も来庁し、他の2店舗も設置す
いつものように、縁起村の経緯説明と現在取り組んでいる翠 る方向で関係者が一堂に集い、中山間地域における人
王を使った開発商品やスマートストアの現状などを説明しま 材不足とデジタル化に向けた協議も行われました▶こ
した▶その後、ショウガ畑で翠王やショウガの生育状況を見 の事業は総務省から助成金を得て取り組むもので、全
学してもらい、私たちが進めている事業に理解を示して下さ 国からも注目を集めることになります。
いました。

２．ショウガ畑の草取り作業 （7月4日）

炎天下の４日、雑草で覆わ
れていたショウガ畑を６人
で取り組みました。今回は
数日前に行った除草で終わ
らなかった場所で水分補給
を２回行いながら、無事、
全部除草ができました。

「吉縁起村」新聞 No.51

▶７月２１日吉縁起村主催の防災学習会と地域
住民交流会が開催されました▶今年は真庭を元
気にする活動助成金を頂いて開催できました▶
防災学習会では小中学生を対象にスタンプラリ
ーをしながら、防災王子の小野智行さんが災害
時の的確な行動が取れるようクイズ形式で理解
を深めました▶夕刻からの交流会では落合地区
のみならず古見地区のご一家も参加して頂き楽
しい一時を過ごしました。
写真下は小野さんによる災害時の食品説明風景

◆寺子屋が拡大へ ◆法福寺仁王様が再設置されました！
６月から試行でプラム

タウン真庭で実施してい
た「寺子屋」が２０日か
ら本格開始となりました




